
議会だより�議会だより�

１１月月２２１１日日
嬉嬉野野温温泉泉ロローードドレレーースス大大会会

１２月定例議会 平成１９年１月２５日発行

22 PP

66 PP

99 PP

1122 PP

2222 PP

１１７７年年度度旧旧両両町町・・嬉嬉野野市市のの決決算算認認定定

１１２２月月補補正正予予算算ななどど

地地域域かかららのの声声

一一般般質質問問にに１１５５人人

委委員員会会レレポポーートト

3 P

10 P

26 P

●P

●P

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４号号号号号号号号号号号号号号号号号号号



貯貯金金ははここれれだだけけ！！貯貯金金ははここれれだだけけ！！ 借借金金ははここれれだだけけ！！借借金金ははここれれだだけけ！！

財
政
状
況
や
予
算
執
行
に

つ
い
て
は
、
旧
両
町
か
ら
引

き
継
い
で
お
り
、
収
入
未
済

額
や
予
算
の
流
用
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
合
併

前
後
の
状
況
か
ら
、
あ
る
程

度
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま

す
。今

後
は
、
更
な
る
税
な
ど

の
徴
収
努
力
と
予
算
の
適
正

執
行
に
努
め
、
専
決
処
分
並

び
に
予
算
流
用
に
つ
い
て
は
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
る

べ
き
で
す
。

決
算
に
お
い
て
固
定
資
産

税
の
滞
納
額
は
、
現
年
度
分

７
１
２
件
、
８
８
０
０
万
円
。

滞
納
繰
越
分
１
５
１
９
件
、

４
億
４
３
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
額

が
多
い
者
は
２
億
円
ほ
ど
で
、

滞
納
額
の
半
分
以
上
を
上
位

１０
人
で
占
め
て
い
る
状
況
で

す
。税

の
公
平
性
を
保
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
滞
納
者
の
情

報
収
集
に
努
め
、
強
制
執
行

を
含
め
た
適
切
な
徴
収
に
努

め
る
べ
き
で
す
。

行
政
嘱
託
員
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
塩
田
町
５４
名
、
嬉
野

町
３４
名
で
す
が
、
今
後
、
行

政
改
革
の
中
で
嘱
託
員
数
の

見
直
し
も
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

育
成
は
、
嬉
野
市
の
将
来
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
た

め
、
早
急
に
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
推
進
す
べ
き
で
す
。

９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成
１７
年
度
塩
田
町
、
嬉
野
町
、
嬉
野
市

一
般
会
計
、
並
び
に
平
成
１７
年
度
塩
田
町
・
嬉
野
町
小
学
校
組
合
決
算

審
査
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
に
よ
る
審
査
終
了
後
、「
一
般
会
計
、

小
学
校
組
合
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
け
て
、
執
行
部
か
ら
提
出

さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
各
担
当
課
の
説
明
及
び
意
見
聴
取
を
お
こ

な
い
、
詳
細
に
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
１
月
の
合
併
に
と
も
な
い
、
平
成
１７
年
４
月
か
ら
１２
月
ま

で
の
塩
田
町
、
嬉
野
町
、
平
成
１８
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
嬉
野
市
に

そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
慎
重
に
審
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
健
全
な
運
営
が
執
行
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
、
委

員
会
の
意
見
を
付
し
認
定
し
ま
し
た
。

平成１７年度末残高
６８７，０７８
４，０８８，０７５
１５３，３４９
１，６６８，３１７
１９，７４９
５，９５０
３，６９６
７３１，１２５
６０８，８４４
１３２，８１３
２，３８４，２５０
１３１，５５７
１，３５７，５８７
１１，９７２，３９０

地方債残高
補助事業の借入金
市単独事業の借入金
公営住宅建設の借入金
学校施設建設の借入金
災害復旧事業借入金
福祉施設建設の借入金
過疎対策の借入金
景気対策事業等の借入金
減税補てん借入金
臨時税収補てん借入金
臨時財政対策債
県借入金
その他

合 計

平成１７年度末残高
４９，７７１
５８２，８７２
２７，８５６
１８，００１
６５４，９１０
５８，８７４
６１９，７４７
３７８，３１７
４６４，０５１
４１８，５０５
５０，０００
１３５，２９２
７，５００
７２，７２１
１６１，５３３
３，６９９，９５０

基金残高
奨学資金積立金
財政調整積立金
高齢者等肉用牛特別導入事業基金
肉用繁殖牛導入事業基金
返済準備金（減債基金）
学校建設基金
公共施設建設基金
土地取得準備金
福祉・環境整備積立金
まちづくり積立金
人材育成積立金
下水道事業積立金
その他
農業集落排水減債基金
国民健康保険給付準備金

合 計

（単位：千円）

依依
然然
と
厳厳
し
い
財財
政政
状状
況況

『決算』

借金はこれだけ！

▲減る一方の貯金・増える借金

（単位：千円）貯金はこれだけ！

旧旧２２町町
新新 市市

議会だより うれしの
2



どど
うう
すす
るる
��旧旧町町

のの
ゴゴ
ミミ
袋袋

嬉
野
町
に
あ
る
中
継
基
地

へ
の
ゴ
ミ
の
搬
入
は
、
分
別

せ
ず
に
持
ち
込
み
さ
れ
て
い

る
方
が
一
部
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
市
報
、
チ
ラ
シ
な

ど
市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
図

る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
合
併

に
よ
り
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
旧
両
町
の
ゴ
ミ
袋
に
つ
い

て
は
、
在
庫
が
数
十
万
枚
あ

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
美
化

運
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
更
な
る
有

効
な
利
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

見見
直直
しし
がが
必必
要要施

設
利
用
料

研
修
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
年
間
４
万
円

ほ
ど
の
収
入
に
対
し
、
支
出

は
光
熱
費
だ
け
で
も
１
１
５

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
収
支

が
不
均
衡
で
す
。
受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら
、
使
用
料
の

見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

広
川
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
は
、
コ
テ
ー
ジ
の
利
用

が
増
え
て
お
り
、
春
休
み
に

つ
い
て
も
、
利
用
希
望
が
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
早
急

に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
施
設
の
整
備
と
、
期
間

の
設
定
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

子子子子子子
どどどどどど
もももももも
たたたたたた
ちちちちちち
のののののの

就就就就就就
学学学学学学
希希希希希希
望望望望望望
をををををを

ああああああ
とととととと
おおおおおお
しししししし

奨
学
資
金
貸
付
事
業
は
、

平
成
１７
年
度
に
３９
件
の
貸
し

付
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、

返
済
未
済
額
は
２１
件
１
６
６

万
円
ほ
ど
で
、
増
大
す
れ
ば

今
後
の
貸
付
業
務
の
運
営
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

償
還
金
の
回
収
に
は
全
力
で

あ
た
る
べ
き
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
警
備
に

つ
い
て
は
、
塩
田
町
は
５
年

契
約
、
嬉
野
町
は
単
年
度
契

約
で
、
年
間
の
委
託
料
が
２

倍
ほ
ど
の
価
格
差
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
早
急
に
検
討
し
、
経
費
の

節
減
を
図
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
塩
田
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
調
理
員
は
、
全

員
非
常
勤
で
雇
用
期
間
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
全
な
給
食
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
人
的
体
制
の
整
備

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成１７年度

合計

１０，６８４，３７８

１０，４３２，７７９

２５１，５９９

嬉野市

２，７４３，９６５

３，５３８，４６１

△７９４，４９６

旧学校組合

２９，５８１

２９，２８７

２９４

旧嬉野町

４，７４０，１１８

４，１７３，４０７

５６６，７１１

旧塩田町

３，１７０，７１４

２，６９１，６２４

４７９，０９０

歳 入

歳 出

差 引

一般会計
（単位：千円）

▲もったいない大量のゴミ袋

一般会計 決算総額

給給給給給給給給給給給給食食食食食食食食食食食食セセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーー運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営
統統統統統統統統統統統統一一一一一一一一一一一一がががががががががががが課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題

▲利用料の見直しが求められる研修センター

議会だより うれしの NO.4 2007年1月25日
3



国
民
健
康
保
険

平
成
１７
年
度
塩
田
町
、
嬉
野
町
、
嬉
野
市
特
別
会
計

決
算
及
び
平
成
１７
年
度
嬉
野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
に

つ
い
て
、
担
当
各
部
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
決
算
資
料
な

ど
に
基
づ
き
審
査
を
お
こ
な
い
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済

事
情
と
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
財
政
悪
化
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
特
別
会
計
決
算
は
目
的
と
す
る

事
業
遂
行
を
適
正
に
処
理
し
て
い
る
も
の
と
し
て
認
定

し
ま
し
た
。

徴徴
収収
体体
制制
のの

強強
化化
をを
望望
むむ

医
療
費
や
薬
剤
費
の
増
加

に
連
動
し
て
、
国
保
加
入
者

の
負
担
並
び
に
自
治
体
の
支

出
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
不
況
を
反
映

し
た
も
の
と
は
い
え
、
国
保

税
の
徴
収
率
の
低
下
も
問
題

で
、
徴
収
係
の
要
員
の
見
直

し
及
び
、
徴
収
体
制
の
強
化

に
一
層
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
療
無
受
診
者

へ
の
表
彰
制
度
は
、
そ
の
効

果
も
含
め
再
度
見
直
し
も
検

討
す
べ
き
で
す
。

健
康
推
進
事
業
は
、
各
種

検
診
の
受
診
率
の
向
上
及
び

各
地
区
に
保
健
推
進
委
員
の

配
置
な
ど
、
総
合
的
な
保
健

施
策
の
展
開
を
お
こ
な
う
こ

と
で
、
医
療
費
の
抑
制
を
図

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

合計

３，５０６，６１１

３，４９７，３０９

９，３０２

合計

４，２１２，１８９

４，２１１，８３９

３５０

合計

２３５，８９０

２３４，０１８

１，８７２

合計

９７９，６０５

９７４，２５９

５，３４６

合計

５９７，９９８

５７９，７６７

１８，２３１

合計

２４７，９０４

２４２，８１５

５，０８９

嬉野市

１，１０４，２０９

１，１８８，５５５

△８４，３４６

嬉野市

１，２８２，４２８

１，３１６，５８０

△３４，１５２

嬉野市

９６，８７５

１０２，４８５

△５，６１０

嬉野市

７９１，８８４

５１７，６８９

２７４，１９５

嬉野市

３８４，０４７

２４１，８３６

１４２，２１１

嬉野市

１８６，７９９

１２８，５５９

５８，２４０

旧嬉野町

１，５２２，０５２

１，４７８，４５０

４３，６０２

旧嬉野町

１，６９０，００８

１，６６０，７７３

２９，２３５

旧嬉野町

旧嬉野町

１８７，７２１

４５６，５７０

△２６８，８４９

旧嬉野町

２１３，９５１

３３７，９３１

△１２３，９８０

旧嬉野町

６１，１０５

１１４，２５６

△５３，１５１

旧塩田町

８８０，３５０

８３０，３０４

５０，０４６

旧塩田町

１，２３９，７５３

１，２３４，４８６

５，２６７

旧塩田町

１３９，０１５

１３１，５３３

７，４８２

旧塩田町

旧塩田町

旧塩田町

国 保

歳入

歳出

差 引

老 保

歳入

歳出

差 引

農 集

歳入

歳出

差 引

公共下水道

歳入

歳出

差 引

第七土地区画整理

歳入

歳出

差 引

第八土地区画整理

歳入

歳出

差 引

『
決
算
』

▲日々の努力で健康を

平成１７年度特別会計決算総額
（単位千円）

議会だより うれしの
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老

人

保

健

農
業
集
落
排
水
事
業

美
野
地
区
、
上
久
間
地
区
、

馬
場
下
地
区
が
現
在
供
用
開

始
し
て
お
り
、
３
地
区
の
接

続
率
は
現
在
７２
�
で
す
。

こ
の
事
業
は
排
水
施
設
の

工
事
完
了
後
、
３
年
以
内
に

接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
の
社
会
経
済

環
境
の
悪
化
な
ど
で
、
接
続

状
況
に
大
幅
な
遅
れ
が
生
じ

て
い
ま
す
。

今
後
、
農
業
集
落
排
水
事

業
の
円
滑
な
経
営
と
、
財
政

負
担
の
軽
減
の
た
め
に
は
、

接
続
率
向
上
が
急
務
で
あ
り
、

一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
五
町
田
・
谷
所
地

区
も
１８
年
度
か
ら
事
業
開
始
、

２３
年
度
完
了
の
計
画
で
す
。

全
戸
接
続
達
成
に
向
け
て
、

接
続
準
備
制
度
「
ゆ
う
ゆ
う

水
洗
化
貯
金
」
の
積
極
的
な

推
進
と
、
事
業
に
対
す
る
啓

蒙
活
動
を
要
望
し
ま
す
。

未
施
工
地
域
は
早
期
事
業

整
備
計
画
を
策
定
し
、
市
内

の
環
境
整
備
に
地
域
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
考
慮

す
べ
き
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業

当
面
の
課
題
と
し
て
、
公

共
下
水
道
の
円
滑
な
経
営
と

財
政
負
担
の
軽
減
の
た
め
に
、

加
入
率
を
向
上
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
洗
化
の
た
め
の
宅
内
改

装
に
は
多
額
の
出
費
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
下

水
道
へ
の
加
入
を
阻
害
す
る

要
因
と
も
な
り
や
す
い
の
で
、

加
入
促
進
に
向
け
て
市
民
へ

の
啓
蒙
活
動
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

水
道
事
業

本
市
の
水
道
事
業
の
給
水
体

制
は
、
嬉
野
町
は
単
独
、
塩
田

町
は
西
部
水
道
企
業
団
と
、
事

業
形
態
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

水
道
料
金
の
格
差
を
発
生
さ
せ

て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
統
一
に
向
け
て

は
、
水
道
審
議
会
で
の
速
や
か

な
協
議
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
旧

嬉
野
町
は
大
口
利
用
者
も
多
い

こ
と
か
ら
、
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
未

収
金
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

医
療
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、

診
療
報
酬
の
改
正
な
ど
に

よ
っ
て
高
額
医
療
対
象
者
と

高
額
医
療
費
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
保
対
象
者
の
多

重
受
診
や
、
医
療
機
関
に
よ

る
患
者
の
重
複
検
査
な
ど
、

改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
点
も
多
い
状
況
で
す
。

な
お
、
本
市
の
老
人
医
療

費
は
県
下
で
も
高
い
ほ
う
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
健
康

増
進
策
と
し
て
保
健
指
導
の

強
化
を
は
じ
め
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
専
門
職
の

適
正
な
人
員
配
置
が
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

精精
力力
的的
にに
取取
りり
組組
めめ

保保
留留
地地
処処
分分

第
七
・
第
八
土
地
区
画
事
業

交
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ

る
事
業
費
へ
の
影
響
を
抱
え

な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
計

し
ん
ち
ょ
く

画
に
沿
っ
た
進
捗
率
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
嬉
野
町
の
中

心
区
域
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
期
完
成
を
求
め
る
も
の
で

す
が
、
生
活
道
路
と
基
幹
道

路
の
利
便
的
な
結
合
と
併
せ

て
、
費
用
対
効
果
に
す
ぐ
れ

た
道
路
網
の
整
備
と
、
十
分

な
交
通
安
全
対
策
が
考
慮
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
保
留
地
の
処
分
が

工
事
費
用
に
大
き
く
影
響
す

る
た
め
、
早
期
に
処
分
で
き

る
よ
う
、
精
力
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

今後の課題・水道料金

「「
ゆゆ
うう
ゆゆ
うう
水水
洗洗
化化
貯貯
金金
」」のの
推推
進進
をを

▲下水処理場（みずすまし）

議会だより うれしの NO.4 2007年1月25日
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会

平
成
１８
年
第
４
回
定
例
議
会
が
、
１２
月
８
日
か
ら
２０
日
ま
で
１３

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１
億
１
３
１
７

万
６
千
円
の
補
正
、
当
初
か
ら
の
総
額
は
１
１
３
億
４
０
９
９
万

６
千
円
）・
特
別
会
計
補
正
予
算
５
件
・
水
道
会
計
補
正
予
算
で

す
。
ま
た
、
条
例
制
定
は
、
嬉
野
市
防
犯
設
備
の
設
置
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
条
例
他
４
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
他

２
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

賛
否
表
は
８
Ｐ
、
陳
情
は
１０
Ｐ
・
１１
Ｐ
で
す
。

一
般
質
問
は
、
１５
名
が
３
日
間
に
わ
た
り
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
世

界
に
類
を
見
な
い
速
さ
で
進

行
し
て
お
り
、
団
塊
の
世
代

が
高
齢
期
を
迎
え
る
平
成
２７

年
に
は
、
国
民
の
４
人
に
１

人
が
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
と

な
る
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
な
ど

の
大
き
な
環
境
変
化
に
直
面

し
て
い
る
中
、
医
療
保
険
制

度
の
将
来
に
わ
た
る
持
続
的

か
つ
安
定
的
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、
医
療
費
適
正
化

の
総
合
的
な
推
進
や
新
た
な

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
な

ど
を
内
容
と
す
る
、
健
康
保

険
法
の
一
部
改
正
が
平
成
１８

年
６
月
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
中
で
、
７５
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
を
対
象
に
、
平

成
２０
年
４
月
か
ら
、
各
都
道

府
県
を
単
位
と
し
て
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域

連
合
に
よ
り
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
佐
賀
県
に
お
い
て

も
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
、
補

正
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
た

負
担
金
１
９
０
万
１
千
円
に

つ
い
て
は
、
準
備
に
要
す
る

平
成
１８
年
度
の
人
件
費
、
お

よ
び
事
務
費
な
ど
の
経
費

４
９
９
２
万
２
千
円
を
、
均

等
割
・
人
口
割
・
高
齢
者
人

口
割
に
よ
り
、
佐
賀
県
内
全

２３
市
町
の
負
担
額
を
そ
れ
ぞ

れ
に
算
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議審案議

国国民民のの４４人人にに１１人人がが高高齢齢者者
後期高齢者医療制度

▲新しい制度へのとりくみ

議会だより うれしの
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嬉
野
市
景
観
計
画
策
定
審

議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

審
議
会
委
員
は
、
建
設
業

関
係
、
建
築
士
会
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
伝
建
保
存
会
、

農
林
業
関
係
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
研
究
会
、
青
少
年
市
民

会
議
、
防
犯
協
会
、
観
光
旅

行
業
者
、
障
が
い
者
団
体
の

関
係
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
。

公
募
に
よ
る
委
員
４
名
で
、

合
計
１５
名
で
す
。

良
好
な
景
観
形
成
を
図
る

た
め
に
田
園
や
歴
史
の
地
域
、

町
の
風
景
、
山
里
の
風
景
な

ど
６
地
区
程
度
の
重
点
地
区

を
設
け
、
市
民
と
と
も
に
景

観
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
重
点
地
区
に
は
、

よ
り
よ
い
景
観
を
保
つ
た
め

の
規
制
も
か
か
り
ま
す
。

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
行

政
の
実
施
に
は
、
多
く
の
手

順
を
ふ
ま
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
回
は
、
景
観
基

本
計
画
ま
で
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

嬉
野
市
全
体
の
景
観
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
、
将
来

計
画
の
大
事
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

審
議
会
の
皆
様
に
市
民
の

期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

塩
田
町
五
町
田
、
東
部
、

谷
所
地
区
の
農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
平
成
２３
年
に
操
業

開
始
の
予
定
で
進
ん
で
お
り
、

平
成
１９
年
度
よ
り
随
時
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

塩
田
町
で
は
、
美
野
地
区
、

上
久
間
地
区
、
馬
場
下
地
区

が
既
に
操
業
中
で
あ
り
、
本

事
業
が
平
成
２３
年
に
完
成
す

れ
ば
、
残
り
の
地
区
は
久
間

地
区
と
大
草
野
地
区
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
早
急
な
計
画

の
策
定
が
望
ま
れ
ま
す
。

生
活
環
境
の
改
善
や
環
境

破
壊
が
進
む
中
、
下
水
道
事

業
の
早
期
整
備
は
自
然
環
境

保
全
を
進
め
る
上
で
重
要
な

政
策
で
す
。

各
家
庭
が
早
め
に
接
続
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

接
続
に
は
ト
イ
レ
の
改
修
や

住
宅
内
の
水
回
り
の
改
修
な

ど
工
事
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

嬉
野
市
で
は
、
室
内
工
事

費
（
加
入
金
を
含
む
）
の
２

�
（
最
高
２
万
円
）
を
奨
励

金
と
し
て
交
付
す
る
「
ゆ
う

ゆ
う
水
洗
化
貯
金
奨
励
金
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
に
接
続
す
れ
ば
加
入
金
が

半
額
に
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
負
担

を
減
ら
す
た
め
に
、
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

活活用用ししよようう
ゆうゆう水洗化貯金奨励金制度

心心
にに
残残
るる
街街
づづ
くく
りり

景
観
審
議
会
を
発
足
へ

▲いたるところで工事中（温泉区）

▲求められる条例

議会だより うれしの NO.4 2007年1月25日
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塩
田
町
で
平
成
１８
年
９
月

９
日
に
集
落
営
農
組
合
を
設

立
さ
れ
た
真
崎
地
区
は
、

着
々
と
体
制
作
り
を
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
４
条
刈
り
コ
ン
バ

イ
ン
・
４２
馬
力
ト
ラ
ク
タ
ー
・

２
連
式
ト
ラ
ク
タ
ー
カ
ル

チ
・
６
条
植
え
田
植
え
機
各

１
台
を
導
入
さ
れ
る
予
定
で

す
。購

入
費
に
つ
い
て
は
、
県

５０
�（
７
２
２
万
円
）・
市
１０

�
（
１
４
４
万
４
千
円
）
で

真
崎
集
落
営
農
組
合
の
自
己

負
担
金
は
約
５
８
０
万
円
程

度
で
す
。

真
崎
集
落
営
農
組
合
は
、

平
成
１８
年
１１
月
３０
日
締
め
切

り
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
加
入
申
請
済
み
で
、

組
合
構
成
員
２０
名
、
経
営
面

積
２５
・
７
�
で
す
。

今
後
、
厳
し
い
農
業
情
勢

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

組
合
員
の
結
束
を
図
り
、
安

心
、
安
全
、
安
定
し
た
農
業

生
産
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

賛賛 否否 表表
２１

山
口

栄
秋

○

○

○

○

○

○

○

○

２０

山
田
伊
佐
男

○

○

○

●

○

○

○

○

１９

平
野

昭
義

○

○

○

○

○

○

○

○

１８

西
村

信
夫

○

○

○

○

○

○

○

○

１７

田
口

好
秋

○

○

○

○

○

○

○

○

１６

副
島

敏
之

○

○

○

○

○

○

○

○

１５

深
村

繁
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

１４

野
副

道
夫

○

○

○

○

○

○

○

○

１３

山
口

榮
一

○

○

○

○

○

○

○

○

１２

太
田

重
喜

○

○

●

○

○

○

○

○

１１

神
近

勝
彦

○

○

○

○

○

○

○

○

１０

芦
塚

典
子

○

○

○

○

○

○

○

○

９

織
田

菊
男

○

○

○

○

○

○

○

●

８

川
原

等

○

○

○

○

○

○

○

○

７

田
中

政
司

○

○

○

○

○

○

○

○

６

副
島

孝
裕

○

○

○

○

○

○

○

○

５

園
田

浩
之

○

○

○

○

○

○

○

○

４

秋
月
留
美
子

○

○

○

○

○

○

○

○

３

梶
原

睦
也

○

○

○

○

○

○

○

○

２

大
島

恒
典

○

○

○

○

○

○

○

○

１

小
田

寛
之

○

○

○

○

○

○

○

○

番 号

表
決
数

２１：０

２１：０

２０：１

２０：１

２１：０

２１：０

２１：０

２０：１

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

防犯設備の設置及び
管理に関する条例について

景観計画策定審議会
設置条例について

市税条例の一部を
改正する条例について

佐賀県後期高齢者医療
広域連合の設置について

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

農業集落排水
特別会計補正予算（第２号）

教育委員会委員の
任命について

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合

▲品目横断的経営を目指す真崎地区

�は賛成 ●は反対 欠は欠席

議会だより うれしの
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意見書
道
路
整
備
財
源
の

確
保
を

乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
改
正
を障

害
者
自
立
支
援
法
の

改
正
を
求
め
る

嬉
野
市
に
お
い
て
国
道
３４

号
・
４
９
８
号
線
に
つ
い
て

は
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞
が
著

し
い
箇
所
が
あ
り
、
人
や
車

が
多
い
に
も
関
ら
ず
歩
道
未

整
備
区
間
や
歩
道
幅
員
が
１

�
程
度
と
狭
い
箇
所
が
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

の
安
全
性
も
確
保
さ
れ
て
い

な
い
。

地
域
住
民
の
道
路
整
備
に

対
す
る
要
望
は
極
め
て
強
い

も
の
が
あ
る
。

国
は
、
真
に
必

要
な
道
路
整
備
を

進
め
ら
れ
る
よ
う

道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
を

確
実
に
確
保
し
、
遅
れ
て
い

る
地
方
の
道
路
整
備
へ
の
配

分
割
合
を
高
め
る
な
ど
、
道

路
整
備
財
源
に
努
め
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。

佐
賀
県
嬉
野
市
議
会

議
長

山
口

要

衆
議
院
議
長

河
野
洋
平
様

参
議
院
議
長

扇

千
景
様

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三
様

総
務
大
臣

菅

義
偉
様

財
務
大
臣

尾
身
幸
次
様

国
土
交
通
大
臣

冬
柴
鐡
三
様

少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
の

か
か
ら
な
い
理
由
に
、
出
産

費
や
疾
病
の
費
用
等
、
育
児

に
お
け
る
諸
費
用
が
大
き
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
医
療
保
険
の
自
己

負
担
を
公
費
で
負
担
す
る
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
ま
た
は
、

軽
減
制
度
が
ほ
と
ん
ど
の
都

道
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

近
年
に
お
い
て
は
対
象
年

齢
を
乳
幼
児
か
ら
就
学
前
ま

で
拡
大
し
て
い
る
都
道
府
県

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

佐
賀
県
に
お
い
て
通
院
、

入
院
の
乳
幼
児
対
象
年
齢
は
、

全
国
最
低
の
２
歳
児
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

県
下
の
市
町
に
お
い
て
は
、

財
政
難
の
た
め
に
対
象
年
齢

や
助
成
の
程
度
等
、
そ
の
内

容
は
様
々
で
あ
り
均
一
性
、

安
定
性
を
欠
い
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

本
県
に
お
か
れ
て
は
、
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
「
就
学
前
医
療
費
助

成
制
度
」
を
県
の
制
度
と
し

て
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

佐
賀
県
嬉
野
市
議
会

議
長

山
口

要

佐
賀
県
知
事

古
川

康
様

１０
月
か
ら
法
の
本
格
施
行

に
伴
い
、
障
害
者
施
設
や
居

宅
支
援
の
応
益
負
担
（
定
率

１
割
）
が
導
入
さ
れ
、
所
得

の
低
い
障
害
者
の
生
活
を
直

撃
し
、
施
設
か
ら
の
退
所
、

作
業
所
へ
の
通
所
や
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制

限
な
ど
障
害
者
及
び
保
護
者

の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
所
側
も
報
酬

単
価
の
引
き
下
げ
等
に
よ
り

事
業
運
営
の
継
続
も
困
難
な

状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
障
害

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
施
行
直
後
か

ら
多
く
の
地
方
自
治
体
は
、

独
自
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事

態
は
、
法
の
制
度
設
計
に
無

理
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

よ
っ
て
、
国
は
障
害
者
の

観
点
に
立
っ
て
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
つ
い
て
多
く
の

見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

佐
賀
県
嬉
野
市
議
会

議
長

山
口

要

衆
議
院
議
長

河
野
洋
平
様

参
議
院
議
長

扇

千
景
様

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三
様

厚
生
労
働
大
臣

柳
澤
伯
夫
様

財
務
大
臣

尾
身
幸
次
様

ととどどけけ住住民民のの声声
国国へへ・・県県へへ

▲道路特定財源を守れ

議会だより うれしの NO.4 2007年1月25日
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災
害
対
策
に
助
成
を

審
査
意
見

審
査
意
見

側
溝
蓋
取
付
け
て

市
道
下
岩
屋
線
（
横
道
〜
庵
の
山
間
）

審
査
意
見

みみななささんんのの声をを議議会会へへ
●
陳
情
者

Ｊ
Ａ
佐
賀
み
ど
り

組
合
長

松
尾

忠
男

他
１
団
体

台
風
１３
号
等
の
被
害
で
農

家
所
得
の
減
収
は
多
大
な
も

の
で
あ
り
、
激
甚
災
害
の
指

定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
に
対
す
る
働
き
か
け

と
、
様
々
な
対
策
に
助
成
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

国
の
激
甚
災
害
の
指
定
も

受
け
て
い
る
の
で
、
県
と
力

を
合
わ
せ
市
と
し
て
も
で
き

る
だ
け
支
援
を
さ
れ
る
よ
う

所
管
課
に
申
し
入
れ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

拡
幅
工
事
は
一
部
着
工
は

あ
る
も
の
の
地
区
住
民
は
、

全
線
改
良
こ
そ
が
最
終
の
目

標
で
あ
り
、
１
日
も
早
い
完

成
を
め
ざ
し
て
頂
き
た
い
。

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

通
学
路
の
整
備
は
必
要
と

認
め
ら
れ
る
の
で
、
対
応
を

所
管
課
に
申
し
入
れ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

●陳情者 市道冬野南部線振興期成会

会長 小野 留一 他１２名

●
陳
情
者

下
岩
屋
１
区
区
長

太
田

昭
登

他
１
名

幅
員
が
一
定
で
な
く
見
通

し
も
悪
い
、
昨
年
事
故
が
発

生
し
ま
た
、
今
後
何
時
お
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
お
り
、
側
溝
蓋
取
付
け

と
と
も
に
速
度
規
制
等
の
対

応
も
協
議
さ
れ
る
よ
う
所
管

課
に
申
し
入
れ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

安全な通学路へ
市道冬野南部線

▲下岩屋線

▲久間冬野南部線

議会だより うれしの
10



陳情陳陳情情
林
道
藤
山
線
の
改
修
を

審
査
意
見

審
査
意
見

大
野
原
小
・
中
学
に
つ
い
て

審
査
意
見

●
陳
情
者

上
岩
屋
区
長

永
尾

武
俊

当
地
区
に
お
い
て
も
大
型

乗
用
摘
採
機
が
２０
台
余
り
導

入
さ
れ
、
そ
の
運
搬
に
幅
員

も
狭
く
、
路
肩
も
痛
み
非
常

に
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

安
全
確
保
の
た
め
、
拡
幅

及
び
改
修
工
事
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

生
活
道
路
と
し
て
の
需
用

も
増
大
し
、
早
急
な
対
応
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
の
で
所

管
課
に
申
し
入
れ
る
。

産
業
建
設
委
員
会

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

財
政
支
援
措
置
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
さ
れ
る
よ
う

所
管
課
に
申
し
入
れ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

●陳情者 鹿島藤津地区医師会立

看護高等専修学校

校長 織田 正道

●
陳
情
者

大
野
原
区
長

中
島
健
一
郎

大
野
原
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

田
中
和
則

他
役
員
一
同

（
採
択
）

願
意
妥
当
で
あ
る
。

地
元
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
議

を
お
こ
な
う
よ
う
所
管
課
に

申
し
入
れ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

財政的援助を

お茶の間で議会を

時間：質問当日の午後７時～

質問日時については議会事務
局におたずねください。
（０９５４－６６－９１２７）

▲使用できないプール

▲林道藤山線

次次頁頁かからら

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
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平
野

平
成
１４
年
、
ゆ
と
り

教
育
を
目
指
し
て
週
５
日
制

が
導
入
さ
れ
、
第
３
日
曜
日

を
家
庭
の
日
と
定
め
ら
れ
た

が
、
な
ぜ
実
施
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
か
。

市
長

家
庭
の
日
は
青
少
年

の
非
行
防
止
を
目
的
に
、
家

庭
の
日
の
中
か
ら
社
会
性
を

育
て
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
。

県
で
も
そ
の
日
は
、
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
家
庭

中
心
の
１
日
と
さ
れ
た
が
、

実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
県

に
伝
え
て
い
く
。

ま
た
、
市
独
自
で
家
族
の

時
間
を
配
慮
し
て
い
く
。

平
野

今
日
、
発
生
し
て
い

る
子
ど
も
の
悲
し
い
事
件
と
、

家
庭
の
あ
り
方
に
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長

週
５
日
制
は
学
習

内
容
を
３
割
削
減
し
子
ど
も

た
ち
に
ゆ
と
り
学
習
が
実
施

さ
れ
て
き
た
が
、
地
域
で
の

活
動
の
受
け
皿
が
十
分
で
な

い
。小

・
中
学
校
の
部
活
や
社

会
体
育
だ
け
で
は
総
合
的
な

人
格
形
成
は
で
き
な
い
の
で
、

自
治
公
民
館
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

岐
阜
・
栃
木
県
の
市
で
は

第
３
日
曜
日
を
家
庭
の
日
と

し
て
条
例
化
し
て
い
る
。

県
全
体
と
し
て
第
３
日
曜

日
は
、
家
庭
の
日
と
し
て
子

ど
も
を
家
庭
・
地
域
に
戻
す

運
動
を
私
は
訴
え
て
い
く
。

平
野

第
３
日
曜
日
は
地
区

公
民
館
な
ど
開
放
し
、
老
人

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
婦
人
会
の
協

力
を
得
て
受
け
皿
づ
く
り
に

努
力
を
。

教
育
長

青
少
年
会
議
が
嬉

野
市
と
し
て
一
本
化
し
た
の

で
、
第
３
日
曜
日
を
家
庭
の

日
と
し
て
子
ど
も
を
地
域
に

戻
す
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

県
立
養
護
学
校
開
校

平
野

今
春
４
月
、
う
れ
し

の
特
別
支
援
養
護
学
校
が
開

校
す
る
。
市
を
挙
げ
て
歓
迎

す
べ
き
で
あ
る
。

人
口
増
や
給
食
な
ど
、
市

と
し
て
受
け
入
れ
体
制
を
考

え
る
べ
き
で
な
い
か
。

市
長

市
の
重
要
な
公
立
施

設
と
し
て
歓
迎
し
た
い
。

宿
舎
な
ど
市
内
に
ア
パ
ー

ト
、
持
家
も
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

食
材
に
つ
い
て
も
商
工
会

な
ど
団
体
が
働
き
か
け
を
さ

れ
て
い
る
。

公
有
水
面
占
有
使
用
料

平
野

河
川
使
用
料
は
旧
嬉

野
町
で
は
徴
収
さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

市
長

市
政
施
行
に
と
も
な

い
条
例
を
制
定
し
た
。
占
有

使
用
す
る
人
に
対
し
て
は
申

請
書
提
出
を
義
務
付
け
て
い

る
。来

年
度
予
算
を
計
上
し
早

急
に
調
査
徴
収
し
て
い
く
。

神
近

１
歳
６
ヶ
月
、
３
歳

児
検
診
、
保
育
園
や
幼
稚
園

の
年
２
回
の
定
期
健
診
で
は
、

視
力
・
聴
力
は
専
門
医
師
の

検
診
で
は
な
い
。

こ
れ
は
母
子
保
健
法
の
中

で
、
内
科
検
診
や
歯
科
検
診

は
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
視

力
・
聴
力
に
つ
い
て
は
、
記

載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

母
子
保
健
法
の
改
正
が
必

要
と
思
う
が
。

市
長

県
へ
通
知
を
し
た
が
、

母
子
保
健
法
に
定
義
が
無
い

の
で
、
非
常
に
難
し
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、
嬉
野
市
単
独
で

眼
科
検
診
が
で
き
な
い
か
、

専
門
医
師
な
ど
と
検
討
し
た

が
、
集
団
検
診
で
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
も
何
と
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
努
力
し
て
い
き
た
い
。

神
近

集
団
検
診
が
難
し
い

の
は
理
解
し
て
い
る
が
、
何

人
か
小
さ
く
区
切
っ
て
や
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長

施
設
の
課
題
な
ど
も

あ
り
、
取
り
組
ん
で
い
な
い

わ
け
だ
が
、
専
門
医
師
と
相

談
し
て
そ
ん
な
機
会
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

神
近

以
前
よ
り
訴
え
て
き

た
就
学
前
医
療
費
助
成
は
、

６
月
の
補
正
で
実
現
で
き
た
。

県
で
も
検
討
し
て
い
る
よ

う
だ
が
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

財
政
的
な
課
題
も
あ

る
と
思
う
が
、
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

大
草
野
小
学
校
校
区
内
の

市
道
整
備
を

神
近

三
坂
・
式
浪
・
長
谷

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、
登

下
校
す
る
市
道
は
、
以
前
の

農
道
が
格
上
げ
に
な
っ
た
道

路
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

通
学
路
は
歩
道
の
整
備
を

進
め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
年

次
計
画
さ
え
も
見
え
て
い
な

い
。

市
長

完
全
な
状
況
で
は
な

い
と
承
知
し
て
い
る
。

時
間
を
い
た
だ
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

神
近

小
田
志
川
の
河
川
管

理
道
路
を
、
通
学
路
と
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
長

谷
地
区
や
国
道
３４
号
線
よ
り

北
側
の
子
ど
も
た
ち
は
、
現

在
の
通
学
距
離
が
半
分
程
度

に
な
る
し
、
市
道
も
整
備
さ

れ
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
県
か
ら
使
用
の
許

可
を
い
た
だ
い
て
ほ
し
い
。

市
長

県
に
申
し
入
れ
を
し

て
み
た
い
。

副
島

全
国
の
小
・
中
学
校

に
お
い
て
「
い
じ
め
」
に
よ

る
自
殺
者
が
相
次
い
で
起
こ

り
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

文
部
科
学
省
は
伊
吹
大
臣
自

ら
全
国
の
教
育
担
当
者
に
調

査
を
す
る
よ
う
指
示
を
し
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
内
容
的

に
は
ど
う
な
の
か
。

教
育
長

１０
月
末
に
「
い
じ

め
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
徹

底
に
つ
い
て
」
通
知
が
あ
り
、

そ
の
後
１１
月
１７
日
付
で
、
文

部
科
学
大
臣
の
「
い
じ
め
に

よ
る
自
殺
を
し
な
い
よ
う

に
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ

た
。ま

た
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
は
、
１０
月
２０
日
に
い
じ
め

に
関
す
る
指
導
・
い
じ
め
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
・
基

本
的
認
識
と
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

副
島

教
育
長
自
身
が
、
市

内
の
学
校
長
に
指
示
し
た
の

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

教
育
長

１０
月
１１
日
に
、
福

岡
県
の
中
学
校
男
子
生
徒
が

自
殺
を
し
た
。

す
ぐ
に
市
内
の
学
校
を
２

日
間
に
わ
た
り
訪
問
し
、
全

職
員
集
合
し
て
も
ら
い
、
私

な
り
に
作
っ
た
「
い
じ
め
防

止
の
五
カ
条
」
を
、
お
願
い

し
た
。い

じ
め
防
止
の

五
カ
条
と
は

教
育
長

い
じ
め
は
あ
る
も

の
だ
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
の
事
件
や
ト
ラ
ブ

ル
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

保
護
者
と
十
分
に
連
携
を

図
っ
て
、
全
職
員
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

部
活
動
に
よ
る
い
じ
め
自

殺
と
い
う
の
が
、
岐
阜
の
中

学
校
で
発
生
し
た
。

す
ぐ
に
部
活
動
の
指
導
者
、

先
生
方
や
小
学
校
の
社
会
体

育
の
指
導
者
の
方
に
指
導
を

し
た
。市

内
の
学
校
の
、

い
じ
め
の
状
況
は

副
島

市
内
の
学
校
を
調
査

さ
れ
、
率
直
に
感
じ
た
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
か
。

教
育
長

各
学
校
が
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
、
い
じ
め
と
判

断
す
る
基
準
の
問
題
点
、

個
々
の
行
為
を
い
じ
め
に
当

た
る
か
ど
う
か
と
い
う
判
断

を
こ
の
規
定
に
当
て
は
め
て

考
え
る
時
、
な
か
な
か
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
、
最
終
判

断
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
と
感

じ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
立

場
に
立
っ
て
判
断
を
し
て
く

れ
と
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
小
さ
な
悩
み
の
時

に
、
打
ち
明
け
る
事
が
で
き

な
い
で
い
る
こ
と
。

次
に
小
さ
な
悩
み
は
自
分

で
解
決
す
る
強
い
心
を
、
体

得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
視
力
・
聴
力
の

専
門
検
診
を

神
近

勝
彦
議
員

何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

ゆとり教育を
家庭・地域に取り戻せ

平野 昭義 議員

第３日曜日を家族中心の日として取り組みたい

小
・
中
学
校
に
お
け
る

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て

副
島

敏
之
議
員

毎
年
小
さ
な
芽
の
発
生
を

点
検
し
て
い
く

▲工事が進む養護学校

答

答

▲部活動に真剣に取り組む中学生

答

▲専門医の検診を受ける幼児
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深
村

９
月
の
台
風
１３
号
で

み

ぞ

う

未
曾
有
の
農
作
物
、
ま
た
施

設
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
国

の
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た

が
、
農
家
へ
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
、
ま
た
本
市
に
よ

る
独
自
の
対
応
策
は
な
い
の

か
。

市
長

県
で
は
激
甚
指
定
の

要
望
を
さ
れ
交
付
が
あ
っ
た
。

農
家
施
設
の
災
害
復
旧
な

ど
、
補
助
率
か
さ
上
げ
が
見

込
ま
れ
、
県
独
自
の
支
援
策

も
決
ま
り
、
１
日
も
早
く
普

及
さ
れ
、
農
業
へ
の
意
欲
を

持
ち
続
け
て
い
た
だ
く
よ
う

対
処
し
た
い
。

農
業
救
済
面
も
対
策
が
と

ら
れ
、
今
回
早
く
対
策
を
打

て
る
も
の
に
つ
い
て
は
幅
広

い
対
応
手
段
と
し
て
、
共
乾

施
設
の
補
助
を
取
り
入
れ
た
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は

調
査
集
計
も
上
が
っ
て
く
る

の
で
３
月
補
正
で
対
応
す
る
。

具
体
的
に
嬉
野
市
と
し
て

上
乗
せ
支
援
は
検
討
し
て
い

な
い
が
、
近
隣
市
町
と
の
足

並
み
を
見
て
検
討
し
た
い
。

深
村

公
共
施
設
へ
の
激
甚

災
害
対
策
は
な
い
の
か
。

市
長

学
校
、
市
営
住
宅
、

志
田
焼
の
里
博
物
館
な
ど
が

被
害
に
遭
っ
て
お
り
、
復
旧

費
用
は
共
済
の
適
用
が
で
き

る
も
の
は
申
請
し
、
専
決
処

分
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

農
地
、
水
、
環
境
保
全

向
上
対
策
の
推
進

深
村

１９
年
度
よ
り
施
行
さ

れ
る
農
業
改
革
の
本
柱
の
一

つ
で
あ
る
本
対
策
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
受
付
が
１１
月
１５

日
ま
で
だ
っ
た
が
、
本
市
の

農
村
活
性
化
の
た
め
に
、
ま

だ
受
付
は
す
べ
き
で
は
な
く
、

ま
た
、
今
後
の
指
導
計
画
は
。

市
長

市
内
で
２１
地
区
が
参

加
意
思
の
表
明
を
さ
れ
て
い

る
の
で
県
に
報
告
し
た
。

農
業
、
農
村
の
活
性
化
を

図
る
目
的
で
多
く
の
地
域
の

参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

産
業
振
興
部
長

一
応
３
月

ま
で
に
、
あ
る
程
度
意
思
表

示
を
す
れ
ば
、
追
加
と
し
て

県
に
要
望
し
た
い
。

ま
た
指
導
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
に

入
っ
て
協
定
の
作
り
方
な
ど

を
一
緒
に
な
っ
て
作
業
に
か

か
っ
て
い
き
た
い
。

国
道
４
９
８
号
の
整
備
は

市
長

伝
建
地
区
と
の
関
連

も
あ
り
、
地
区
の
意
見
を
尊

重
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
と

承
知
し
て
い
る
。

地
区
の
意
見
交
換
で
は
新

し
い
考
え
で
取
り
組
ん
で
は

と
聞
い
て
お
り
、
ま
た
武

雄
・
鹿
島
間
の
抜
本
的
な
検

討
も
近
隣
市
町
と
協
議
を
お

こ
な
い
た
い
。

山
田

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
の
た
め
、
各
行
政
区

独
自
で
工
夫
し
た
事
業
を
支

援
す
る
交
付
金
制
度
の
導
入

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
は
今
後
大
切
だ
。
予

算
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

山
田

意
識
調
査
で
は
、
区

域
は
区
単
位
が
多
い
が
。

市
長

小
学
校
区
単
位
が
組

織
的
に
安
定
す
る
と
思
う
。

山
田

轟
小
学
校
区
で
は
、

従
来
の
不
動
地
区
と
上
岩

屋
・
下
岩
屋
・
湯
野
田
と
な

る
が
地
域
の
声
を
尊
重
さ
れ

る
と
判
断
し
て
よ
い
か
。

市
長

今
、
審
議
会
で
検
討

中
で
あ
り
、
断
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
校
区
単
位
で

も
大
小
あ
り
調
査
し
な
が
ら

話
が
進
ん
で
い
く
と
思
う
。

山
田

モ
デ
ル
地
区
の
選
定

は
お
こ
な
う
の
か
。

市
長

モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
て
実
験
的
に
お
こ
な
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

山
田

モ
デ
ル
地
区
の
選
定

は
審
議
会
の
判
断
か
、
そ
れ

と
も
市
長
の
判
断
か
。

市
長

モ
デ
ル
地
区
の
決
定

は
私
の
判
断
で
で
き
る
と
考

え
る
。い

じ
め
の
実
態
は

山
田

本
市
に
お
け
る
い
じ

め
の
実
態
は
。

教
育
長

毎
月
の
い
じ
め
調

査
で
は
１０
月
ま
で
ゼ
ロ
件
で

今
回
の
調
査
で
数
件
の
報
告

が
あ
っ
た
。

山
田

い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
学
校
現
場
に
あ
っ
た

の
か
。

教
育
長

各
学
校
バ
ラ
バ
ラ

で
、
今
回
、
統
一
し
た
も
の

を
作
り
配
布
し
て
調
査
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

山
田

数
十
年
前
か
ら
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心

の
相
談
員
・
総
合
学
習
と
、

全
国
の
学
校
で
実
施
し
て
き

た
中
で
の
自
殺
で
あ
る
。
今

後
の
新
た
な
対
策
を
明
確
に

さ
れ
た
い
。

教
育
長

い
じ
め
の
防
止
、

早
期
発
見
の
取
り
組
み
の
徹

底
や
指
導
体
制
の
充
実
の
た

め
対
策
委
員
会
の
設
置
を
お

こ
な
う
。
ま
た
、
相
談
体
制

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

補
助
金
チ
ェ
ッ
ク

条
例
の
制
定
を

山
田

市
が
補
助
金
な
ど
の

基
本
的
な
考
え
方
、
評
価
に

つ
い
て
定
め
た
条
例
の
制
定

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

予
算
編
成
時
点
で
、

あ
る
程
度
公
平
に
市
民
の
皆

様
と
専
門
家
に
よ
り
、
補
助

の
適
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

シ
ス
テ
ム
は
導
入
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

山
口

木
材
の
統
計
に
よ
れ

ば
輸
入
量
も
年
々
減
少
し
、

価
格
は
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

森
林
の
環
境
に
対
す
る
有

効
性
は
手
入
れ
し
な
け
れ
ば

効
果
が
少
な
く
、
そ
れ
に
は

林
道
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

湯
野
田
林
道
か
ら
小
松

原
・
餅
の
木
を
通
り
木
場
・

上
不
動
線
に
繋
げ
る
こ
と
と
、

ま
た
、
加
杭
林
道
に
つ
い
て

も
取
り
組
む
べ
き
だ
。

市
長

林
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
山
林
所
有
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
が
将
来
の
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
治
山

及
び
林
道
整
備
に
努
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

未
整
備
の
林
道
に
つ
い
て

は
予
算
な
ど
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
、
慎
重
に
と
り
組
む
。

指
摘
の
林
道
に
つ
い
て
は

予
算
の
動
き
を
見
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
た
い
。

加
杭
林
道
に
つ
い
て
は
地

形
的
問
題
が
あ
り
、
全
面
改

良
に
至
っ
て
い
な
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
着
工
出

来
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。

来
年
度
の
予
算
編
成
は

山
口

来
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て
新
し
い
方
式
で
算
定

さ
れ
た
場
合
、
国
の
補
助
、

交
付
税
な
ど
何
�
位
減
額
さ

れ
る
予
定
か
。

市
長

交
付
税
が
前
年
比
６

�
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う

こ
と
が
県
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
。
税
源
移
譲
に
よ
る
所
得

譲
与
税
の
廃
止
や
、
定
率
減

税
の
廃
止
に
と
も
な
う
地
方

特
例
交
付
金
の
減
収
か
ら
、

約
４
億
円
程
度
の
歳
入
減
を

予
定
し
て
い
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
今
後

福
祉
・
保
健
関
係
に
つ
い
て

制
度
の
新
設
、
変
更
で
市
の

負
担
が
増
え
る
予
想
を
し
て

い
る
。

未
履
修
と
週
５
日
制
問
題

山
口

高
校
の
世
界
史
未
履

修
問
題
が
広
が
り
を
見
せ
た
。

必
修
科
目
を
大
学
受
験
に

出
な
い
か
ら
い
い
、
時
間
が

足
り
な
い
か
ら
履
修
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
。

週
５
日
制
に
よ
り
、
時
間

的
に
窮
屈
に
な
っ
た
の
で
は

と
思
え
る
が
。

教
育
長

教
育
基
本
法
に
も
、

目
的
と
し
て
人
格
の
完
成
を

目
指
す
と
規
定
を
さ
れ
て
い

る
。
あ
る
科
目
を
履
修
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
否
定
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

や
は
り
学
校
週
５
日
制
が

実
施
さ
れ
、
授
業
時
間
確
保

が
困
難
に
な
っ
た
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

�
い
じ
め
問
題

�
国
道
の
街
路
灯
に
つ
い
て

台
風
１３
号
・
普
及

支
援
対
策
は深村

繁
雄
議
員

幅
広
く
対
応
で
き
る
も
の

か
ら
や
っ
て
い
く

今
後
の
「
い
じ
め
」
対
策
は

山
田
伊
佐
男
議
員

地
道
に
取
り
組
み
た
い

林道整備に取り組め

山口 榮一 議員

予算などの兼ね合いもあり、慎重に取り組む

答

答

▲学年差を越えた練習

答

▲水稲塩害状況

▲作業林道でも整備できないか（下西川内）
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梶
原

日
本
人
の
死
亡
原
因

は
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒

中
、
そ
し
て
４
番
目
が
肺
炎

だ
が
本
市
に
お
い
て
は
ど
う

か
。

市
民
生
活
部
長

肺
炎
に

よ
る
死
亡
率
は
、
平
成
１６
年

統
計
で
第
３
位
、
亡
く
な
っ

た
方
が
３８
名
と
な
っ
て
い
る
。

梶
原

肺
炎
の
中
で
１
番
多

い
の
が
肺
炎
球
菌
で
あ
る
。

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
は
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
予

防
が
大
切
だ
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
り
肺
炎
で
重
症
化
し

た
人
や
死
亡
し
た
人
は
、
接

種
し
な
か
っ
た
人
の
半
数
以

下
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と

も
公
費
助
成
を
求
め
る
。

市
長

国
、
県
な
ど
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
方
針
が

は
っ
き
り
出
た
段
階
で
検
討

す
べ
き
で
、
し
ば
ら
く
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

学
童
保
育
事
業
の

今
後
に
つ
い
て

梶
原

近
年
は
両
親
共
働
き

の
世
帯
も
増
え
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
防
犯
対
策
の
上

か
ら
も
、
学
童
保
育
に
つ
い

て
は
必
要
不
可
欠
の
事
業
だ

と
考
え
る
。
嬉
野
地
区
に
お

い
て
は
、
教
室
の
確
保
や
指

導
者
の
不
足
な
ど
課
題
も
あ

る
が
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

市
長

嬉
野
市
の
学
童
保
育

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
３
年

ま
で
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
。
嬉
野
地
区
で
は
吉
田
以

外
は
各
小
学
校
で
、
塩
田
地

区
は
保
育
園
で
お
こ
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
文
部
科
学
省

と
厚
生
労
働
省
の
「
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
」
が
統
合
さ

れ
る
の
で
、
対
応
を
検
討
し

た
い
。

う
れ
し
の
特
別
支
援
学
校
の

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て

梶
原

う
れ
し
の
特
別
支
援

学
校
の
学
童
保
育
事
業
を
、

市
と
し
て
取
り
組
む
と
の
事

だ
が
内
容
と
保
護
者
へ
の
通

知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

市
長

４
月
に
開
校
す
る
う

れ
し
の
特
別
支
援
学
校
に
つ

い
て
は
、
開
校
準
備
が
進
ん

で
い
る
。
学
童
保
育
に
つ
い

て
は
実
施
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
今
ま
で
の
学
童
保

育
と
同
じ
で
、
放
課
後
に
お

け
る
児
童
の
療
育
と
保
護
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
。
入

学
者
が
決
定
す
る
２
月
頃
ま

で
に
は
、
学
童
保
育
に
つ
い

て
の
保
護
者
説
明
会
へ
の
通

知
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

�
ゴ
ミ
中
継
基
地
周
辺
の
混

雑
緩
和
に
つ
い
て

�
み
ゆ
き
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
整
備
に
つ
い
て

副
島

市
立
塩
田
図
書
館
で

巡
回
図
書
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
嬉
野
市
の
将
来
、
ま

た
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

思
っ
た
と
き
、
移
動
図
書
館

車
の
導
入
は
、
ぜ
ひ
と
も
必

要
と
思
う
が
。

市
長

学
校
図
書
館
と
市
立

図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

地
区
公
民
館
で
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
、
民
間

施
設
で
も
契
約
を
お
願
い
し
、

一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
巡

回
図
書
の
配
本
シ
ス
テ
ム
が

考
え
ら
れ
る
。

副
島

巡
回
図
書
の
意
義
、

重
要
性
に
つ
い
て
。

教
育
長

本
は
身
近
に
あ
る

こ
と
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

本
へ
の
親
近
感
が
で
き
、
そ

れ
か
ら
の
読
書
意
欲
の
喚
起

に
つ
な
が
る
。

家
族
で
読
書
が
で
き
る
こ

と
で
、
読
書
の
楽
し
さ
や
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
期
的
に
読
書
が
で
き
る

こ
と
で
、
読
書
習
慣
が
定
着

し
や
す
い
。

副
島

県
内
に
お
け
る
移
動

図
書
館
車
の
配
備
、
設
置
状

況
に
つ
い
て
。

社
会
教
育
課
長

県
立
図
書

館
に
移
動
図
書
館
車
「
と
も

し
び
号
」
が
１
台
配
置
さ
れ

て
い
る
。

県
内
で
は
４
市
１
町
に
お

い
て
専
用
の
移
動
図
書
館
車

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

総
合
支
所
の

遊
休
施
設
に
つ
い
て

副
島

支
所
庁
舎
の
有
効
利

用
、
活
性
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

市
長

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
３
階
の
有
効
利
用
を

検
討
し
た
が
、
自
治
法
の
改

正
な
ど
が
国
で
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
、
ほ
か
の
施
設

の
管
理
、
機
密
性
の
問
題
が

あ
り
、
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

高
校
総
体
の
準
備
室
を
３

階
に
設
置
し
、
３
階
全
部
を

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
使
用
す
る

計
画
で
あ
る
の
で
、
対
策
と

し
て
は
そ
の
後
の
課
題
と
考

え
る
。

嬉
野
市
全
体
の
行
政
診
断

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
組
織

機
構
の
あ
り
方
も
今
ま
で
以

上
に
効
率
的
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
、
施
設
を
む
だ
な

く
利
用
で
き
る
よ
う
、
対
策

を
と
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�
市
内
全
域
の
消
防
水
利
台

帳
の
作
成
を

�
有
蓋
防
火
水
槽
の
設
置
に

つ
い
て
、
今
後
の
計
画
は

�
行
政
防
災
無
線
の
嬉
野
地

区
に
お
け
る
整
備
は

�
消
防
団
員
の
服
装
（
消
防

は
っ
ぴ
法
被
）
の
整
備
に
つ
い
て

園
田

嬉
野
町
の
市
営
住
宅

は
、
厚
生
住
宅
が
５７
年
・
湯

の
田
住
宅
が
５２
年
・
内
野
山

住
宅
が
５０
年
と
老
朽
化
し
た

施
設
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

が
、
入
居
募
集
の
制
限
・
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

市
長

耐
用
年
数
は
３０
年
と

な
っ
て
お
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
保
守
点
検
を
お

こ
な
い
、
修
繕
を
し
な
が
ら

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

園
田

ふ
れ
あ
い
住
宅
は
１４

棟
あ
り
建
物
だ
け
で
２
億
２

千
万
円
弱
の
建
設
費
を
要
し
、

１
棟
当
た
り
約
１
千
５
０
０

万
円
か
か
る
計
算
に
な
る
。

家
賃
が
６
万
２
千
７
０
０

円
も
す
る
家
が
２
棟
あ
り
そ

の
２
棟
は
完
成
か
ら
現
在
ま

で
入
居
さ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高

建
設
費
で
、
高
家
賃
の
住
宅

を
建
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。

市
長

嬉
野
地
区
に
お
い
て

は
５０
年
以
上
経
過
し
て
い
る

住
宅
が
非
常
に
多
く
、
市
政

の
課
題
と
し
て
も
公
的
な
住

宅
の
整
備
が
強
く
望
ま
れ
て

い
て
、
中
堅
所
得
者
向
け
の

住
宅
も
必
要
で
あ
り
取
り
組

ん
だ
。

園
田

街
中
の
空
き
ア
パ
ー

ト
が
多
い
中
に
、
第
七
・
第

八
の
区
画
整
理
で
ア
パ
ー
ト

が
次
々
に
建
っ
て
お
り
、
入

居
者
募
集
の
広
告
が
目
に
つ

く
。建

設
に
は
費
用
が
必
要
で
、

維
持
管
理
費
も
発
生
す
る
。

必
要
に
迫
ら
れ
、
必
要
な

所
に
建
て
る
の
は
当
然
だ
が
、

そ
う
で
な
い
箱
物
は
や
め
て

頂
き
た
い
。

中
堅
所
得
者
向
け
の
住
宅

は
民
間
に
任
せ
、
市
営
住
宅

入
居
対
象
者
に
は
、
民
間
の

空
い
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に
入

居
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

方
々
に
家
賃
の
補
助
・
助
成

を
す
れ
ば
、
財
政
面
、
空
き

ア
パ
ー
ト
対
策
に
一
石
二
鳥

と
思
う
が
。

市
長

以
前
そ
の
様
な
話
も

あ
り
、
研
究
し
た
が
問
題
が

あ
り
、
家
賃
補
助
な
ど
は
非

常
に
厳
し
い
と
思
う
。

園
田

箱
物
は
今
後
も
必
要

な
も
の
は
当
然
だ
が
、
市
民

が
十
分
に
納
得
で
き
、
建
設

後
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
な

い
よ
う
に
設
計
の
段
階
か
ら

そ
の
事
を
十
分
に
考
慮
に
い

れ
る
べ
き
だ
。

夕
張
市
が
い
い
お
手
本
を

示
し
て
く
れ
て
お
り
、
昨
今

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
「
当
時
の

議
員
た
ち
は
何
を
し
て
い
た

の
だ
！
」
と
、
市
長
・
行
政

に
止
ま
ら
ず
議
員
を
も
非
難

し
て
い
る
。

嬉
野
市
は
夕
張
市
の
よ
う

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

議
員
と
し
て
の
責
任
上
、

も
の
は
言
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

肺炎球菌ワクチン接種への
公費助成は

梶原 睦也 議員

しばらく時間をいただきたい

市
営
住
宅
で
民
間
に
任
せ

ら
れ
る
も
の
は
民
間
に

園
田

浩
之
議
員

研
究
は
し
た
が
問
題
が

あ
り
厳
し
い

市
立
図
書
館
に

移
動
図
書
館
車
の
導
入
を

副
島

孝
裕
議
員

市
内
の
学
校
・
公
民
館
や
民
間
施
設
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
巡
回
配
本
を

▲放課後の学童保育

答

▲目立つ入居者募集中

答

答

▲園児が心待ちにしている移動図書館車

議会だより うれしの
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西
村

農
地
・
水
・
環
境
保

全
対
策
の
概
要
と
組
織
づ
く

し
ん
ち
ょ
く

り
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

農
業
生
産
体
制
を
守

る
た
め
農
地
と
農
村
を
地
域

で
支
え
、
次
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

保
全
対
策
は
１９
年
度
か
ら

５
年
間
実
施
さ
れ
、
地
域
が

自
主
的
に
活
動
計
画
を
つ
く

り
農
村
環
境
を
守
る
事
業
で
、

現
在
「
２１
地
区
」
が
活
動
計

画
策
定
中
で
あ
る
。

西
村

新
対
策
は
共
同
活
動

と
営
農
活
動
に
分
か
れ
る
が

交
付
金
の
対
象
と
な
る
活
動

内
容
を
具
体
的
に
。

市
長

共
同
活
動
は「
農
地
・

農
道
・
水
路
・
た
め
池
」
の

生
産
基
盤
の
保
全
管
理
。

交
付
金
は
１０
�
あ
た
り
４

４
０
０
円
で
請
負
は
除
外
。

営
農
活
動
は
環
境
保
全
型

農
業
「
化
学
肥
料
や
化
学
合

成
農
薬
の
大
幅
減
」
で
環
境

に
や
さ
し
い
土
作
り
の
推
進
。

交
付
金
は
集
落
で
２０
万
円
。

品
目
横
断
の

経
営
安
定
対
策
は

西
村

農
政
改
革
の
「
担
い

手
経
営
安
定
法
」
に
基
づ
き

進
め
ら
れ
て
い
る
品
目
横
断

的
経
営
対
策
、
本
市
の
取
り

組
み
状
況
と
組
織
化
は
。

市
長

加
入
状
況
は
認
定
農

業
者
７
名
、
集
落
営
農
の
申

請
は
１０
件
で
あ
る
。

麦
作
が
行
わ
れ
て
い
る
塩

田
地
区
が
主
で
嬉
野
地
区
は

今
後
組
織
化
さ
れ
る
見
込
み
。

西
村

今
年
の
麦
作
付
け
面

積
と
前
年
比
は
。

市
長

２
５
６
�
で
前
年
比

は
８６
�
で
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て

西
村

塩
田
町
は
現
在
「
美

野
・
上
久
間
・
馬
場
下
」
３

地
区
が
供
用
開
始
。
７２
�
の

接
続
率
で
接
続
状
況
に
遅
れ

が
生
じ
て
い
る
。
市
の
対
応

を
具
体
的
に
う
か
が
う
。

市
長

各
地
区
ご
と
に
推
進

協
議
会
を
開
催
し
て
加
入
促

進
に
努
力
し
て
い
る
。
未
接

続
の
家
庭
に
は
直
接
訪
問
し

接
続
の
呼
び
か
け
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

西
村

五
町
田
・
谷
所
地
区

の
事
業
計
画
は
。

市
長

管
路
工
事
は
鳥
越
地

区
か
ら
実
施
予
定
。
１９
年
度

に
処
理
場
用
地
取
得
、
平
成

２３
年
完
成
予
定
で
あ
る
。

西
村

大
草
野
・
久
間
地
区

の
新
規
事
業
計
画
は
。

市
長

嬉
野
市
内
汚
水
処
理

整
備
構
造
調
査
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
計
画
策
定
後
に
取

り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

�
地
域
支
援
自
販
機
の
設
置

を

田
中

来
年
度
は
全
国
高
校

総
体
が
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
。
総
体
参
加
者
・
関
係
者

の
記
念
に
な
る
と
考
え
る
が
、

早
急
に
取
り
組
め
な
い
か
。

市
長

今
回
、
イ
ン
タ
ー
近

く
に
土
地
を
購
入
し
て
い
る
。

今
回
の
総
体
ま
で
に
は
間

に
合
わ
な
い
が
、
そ
の
後
に

み
ゆ
き
公
園
内
の
総
合
的
な

整
備
と
し
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「
嬉
野
の
唄
」
の

有
効
的
な
活
用
を

田
中

観
光
振
興
の
一
環
と

し
て
旧
嬉
野
町
で
１５
曲
ほ
ど

の
嬉
野
の
唄
が
製
作
さ
れ
て

い
る
。
行
政
の
予
算
を
使
っ

て
製
作
さ
れ
た
歌
の
中
に
、

「
嬉
野
川
恋
唄
」
や
「
嬉
野

ふ
れ
あ
い
音
頭
」
な
ど
が
あ

る
。全

国
的
に
利
用
さ
れ
て
い

る
通
信
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
に
、

こ
う
い
う
歌
を
載
せ
れ
ば
、

「
嬉
野
」
の
宣
伝
効
果
に
か

な
り
期
待
で
き
る
と
考
え
る

が
。

市
長

十
分
理
解
し
て
い
る
。

き
ち
ん
と
し
た
踊
り
も
あ
る
。

カ
ラ
オ
ケ
に
載
せ
る
こ
と

は
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

田
中

以
前
、
カ
ラ
オ
ケ
に

載
せ
る
た
め
の
調
査
を
お
こ

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

支
所
商
工
観
光
課
長

著
作

権
な
ど
の
ク
リ
ア
ー
が
で
き

れ
ば
可
能
だ
と
い
う
調
査
結

果
で
あ
る
。
予
算
的
に
は

１
１
０
万
円
程
度
の
見
積
も

り
だ
っ
た
。

田
中

１
０
０
万
円
程
度
の

予
算
で
全
国
の
カ
ラ
オ
ケ
の

本
に
「
嬉
野
」
の
文
字
が
載

れ
ば
、
か
な
り
の
宣
伝
効
果

に
な
る
、
ぜ
ひ
や
る
べ
き
だ
。

茶
工
場
の
統
廃
合
や

法
人
化
へ
の
対
応
は

田
中

現
在
、
茶
農
家
に
お

い
て
は
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
・
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
化

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
協
同

工
場
や
個
人
工
場
で
は
規
模

拡
大
は
お
ろ
か
現
状
維
持
も

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

他
産
地
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
工
場
の
統
廃
合
や
法
人

化
へ
の
指
導
を
お
こ
な
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

市
長

来
年
１
月
に
、
法
人

化
へ
の
取
り
組
み
も
含
め
て

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

平
成
２１
年
の
九
州
お
茶
祭
り

を
嬉
野
に
誘
致
す
る
の
か

市
長

佐
賀
県
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
れ
ば
、
ぜ
ひ
手

を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

�
食
育
に
つ
い
て

�
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地

問
題
に
つ
い
て

�
水
道
の
鉛
管
交
換
問
題

太
田

学
校
給
食
で
使
う
食

材
で
冷
凍
食
品
の
品
目
・
種

類
・
量
を
示
せ
。

教
育
長

野
菜
５
種
類
・
う

ち
輸
入
品
４
種
類
。
調
理
加

工
品
３０
種
類
は
国
産
品
。
輸

入
牛
肉
・
冷
凍
み
か
ん
。
使

用
回
数
は
年
間
１
９
４
日
の

内
に
５０
回
程
度
で
あ
る
。

太
田

冷
凍
食
品
・
小
麦
粉

製
品
は
「
県
学
校
給
食
会
」

の
製
品
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
く
が
。

教
育
長

米
は
Ｊ
Ａ
と
契
約

で
嬉
野
市
内
産
を
使
用
。

パ
ン
は
給
食
会
と
契
約
で

北
海
道
産
ハ
ル
ユ
タ
カ
、
県

内
産
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
を
使
用

し
た
パ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

太
田

講
談
社
発
行
の
「
新

食
べ
る
な
危
険
」
に
、
パ
ン

で
は
学
校
給
食
の
パ
ン
が

「
一
番
食
べ
て
は
い
け
な
い

パ
ン
で
あ
る
」
と
あ
る
。

給
食
用
の
小
麦
粉
は
精
白

度
が
落
ち
る
。
米
で
も
麦
で

も
農
薬
の
残
留
は
ぬ
か
の
部

分
に
あ
る
。

県
内
産
小
麦
の
ニ
シ
ノ
カ

い
く

オ
リ
は
幾
ら
も
で
き
て
い
な

い
。一

番
信
用
で
き
な
い
「
学

校
給
食
会
」
を
通
じ
て
ニ
シ

ノ
カ
オ
リ
使
用
と
は
と
て
も

信
じ
ら
れ
な
い
。

佐
賀
市
が
契
約
栽
培
で
、

反
当
り
２
万
円
の
補
助
金
を

つ
け
た
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
が
給

食
会
で
な
い
と
こ
ろ
に
横
流

し
さ
れ
た
事
実
も
知
っ
て
い

る
。本

当
に
「
学
校
給
食
会
」

を
信
じ
て
良
い
も
の
か
と
非

常
に
疑
問
を
も
つ
。

西
南
暖
地
用
の
パ
ン
用
小

麦
の
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
を
市
内

で
栽
培
を
望
め
な
い
か
。

市
長

米
は
地
域
の
米
を

使
っ
て
い
る
。
パ
ン
用
小
麦

も
農
家
の
協
力
で
で
き
る
と

思
う
。

太
田

も
う
先
の
長
く
な
い

私
と
ち
が
い
、
こ
れ
か
ら
５０

年
以
上
生
き
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
大
事
な
体
を
つ
く
ら

ね
ば
な
ら
な
い
食
材
は
、
よ

り
安
全
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

教
育
長

パ
ン
用
小
麦
は
北

海
道
の
ハ
ル
ユ
タ
カ
、
県
内

産
の
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
を
使
用

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

給
食
委
員
会
で
よ
り
安
全

な
も
の
に
な
る
よ
う
に
協
議

し
て
も
ら
う
。

太
田

県
内
の
ニ
シ
ノ
カ
オ

リ
の
栽
培
面
積
の
調
査
も
し

て
確
認
を
せ
よ
。

そ
の
他
質
問

�
山
間
部
な
ど
の
消
防
水
利

に
つ
い
て

�
質
問
で
答
弁
保
留
の
報
告

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

�
市
内
文
化
財
の
調
査
と
観

光
活
用
に
つ
い
て

学
校
給
食
の
食
材
は
本
当
に
安
全
か

太
田

重
喜
議
員

安
全
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る

「記念植樹の森」構想の
早期実現を

田中 政司 議員

高校総体後に進めていく

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

は
万
全
か

西
村

信
夫
議
員

地
域
に
説
明
を
徹
底
し

努
力
す
る

▲記念植樹の森 予定地？

答

答

▲行政財産となる公有水路

答

▲本当に安全か？学校給食
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芦
塚

各
種
審
議
会
へ
の
女

性
の
登
用
状
況
と
市
女
性
職

員
の
登
用
促
進
状
況
は
。

市
長

女
性
委
員
は
現
在
２５

㌫
程
度
で
あ
り
、
女
性
の
管

理
職
は
い
な
い
。

今
後
は
幅
広
く
能
力
の
評

価
を
お
こ
な
い
、
平
等
に
管

理
職
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
。

芦
塚

今
、
日
本
社
会
で
一

番
重
要
な
課
題
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
推
進
と
少
子
化

対
策
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構

築
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
す
べ
て
女
性
の

活
動
が
必
要
で
あ
る
。

相
談
所
を
開
設
し
子
育
て

や
介
護
支
援
な
ど
が
で
き
る

拠
点
が
必
要
で
あ
る
。

市
長

今
年
、
男
女
共
同
参

画
審
議
会
を
作
り
取
り
組
み

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
ま
だ

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
。

芦
塚

日
本
の
女
性
は
３０
代

で
家
事
、
子
育
て
の
た
め
一

度
職
場
を
離
れ
る
と
い
う
就

労
形
態
で
あ
り
、
子
ど
も
を

育
て
家
事
を
し
な
が
ら
再
就

職
す
る
の
は
難
し
い
。

再
就
職
し
や
す
い
労
働
環

境
が
必
要
で
民
間
の
事
業
所

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

市
長

民
間
の
企
業
も
取
り

組
ん
で
い
る
し
、
広
報
な
ど

を
使
っ
て
働
き
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
し
て
い
く
。

芦
塚

産
前
産
後
の
休
暇
が

と
り
や
す
い
事
業
所
や
再
就

職
を
し
や
す
い
事
業
所
、
多

様
な
就
業
が
で
き
る
事
業
所

の
広
報
や
優
良
企
業
を
表
彰

し
て
ほ
し
い
。

市
長

総
合
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
、
講
習
会
の
参
加
も

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

芦
塚

Ｄ
Ｖ
（
夫
や
恋
人
か

ら
の
暴
力
）
の
相
談
件
数
が

急
増
し
て
い
て
、
ま
た
児
童

虐
待
、
学
習
障
害
や
発
達
障

害
の
相
談
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
係
す
る
生
活
保

護
世
帯
や
そ
の
医
療
費
は
増

大
し
、
緊
急
に
児
童
虐
待
や

セ
ク
ハ
ラ
、
生
活
保
護
な
ど

を
対
象
と
す
る
Ｄ
Ｖ
対
策
室

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

市
長

非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
福
祉
事
務
所
を
中

心
に
対
応
し
て
い
る
。

芦
塚

各
界
各
層
と
の
情
報

交
換
や
事
業
者
、Ｃ
Ｓ
Ｏ（
市

民
団
体
）
と
の
連
携
を
は
か

る
会
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

審
議
会
の
答
申
後
、

行
動
計
画
を
作
り
、
体
制
を

作
っ
て
い
く
。

芦
塚

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
相

談
窓
口
は
緊
急
に
必
要
で
あ

る
。教

育
・
福
祉
・
医
療
・
農

林
商
工
・
財
政
を
連
携
す
る

組
織
を
作
ら
な
い
と
実
効
性

が
な
い
。

市
長

審
議
会
で
の
答
申
を

受
け
て
組
織
的
に
動
い
て
い

く
。

秋
月

Ｌ
Ｄ
（
見
る
、
聞
く

は
で
き
る
が
情
報
処
理
が
う

ま
く
で
き
な
い
）・
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
多
動
性
・
衝
動
性
・
不

注
意
な
ど
）
高
機
能
自
閉
症

（
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
や
人

と
の
対
応
の
関
わ
り
の
乏
し

さ
）
な
ど
の
軽
度
発
達
障
が

い
の
児
童
、
生
徒
を
嬉
野
市

で
ど
の
く
ら
い
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。

教
育
長

そ
れ
ら
し
き
言
動

を
す
る
児
童
、
生
徒
は
小
学

校
で
約
２．９
�
、中
学
校
で
約

１．７
�
と
と
ら
え
て
い
る
。

秋
月

原
因
と
し
て
中
枢
神

経
の
機
能
障
が
い
や
、
後
天

的
に
は
夜
更
か
し
や
朝
食
を

摂
ら
な
い
子
に
多
く
見
受
け

ら
れ
る
な
ど
、
家
庭
環
境
に

も
よ
る
。

多
動
や
衝
動
の
症
状
が
表

れ
た
際
に
通
常
教
室
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長

予
算
面
で
無
理
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先

生
が
個
別
の
支
援
計
画
を
作

成
し
て
教
育
相
談
員
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
の
支
援

を
受
け
て
対
応
し
て
い
る
。

轟
小
学
校
に
は
、
こ
の
専

門
の
通
級
教
室
を
今
年
度
か

ら
設
置
し
て
、
市
内
の
小
学

生
で
週
に
２
〜
３
時
間
指
導

を
受
け
て
い
る
児
童
が
い
る
。

観
光
推
進
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
着
目
せ
よ

秋
月

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
２
０

１
０
年
訪
日
旅
行
者
１
０
０

０
万
人
目
標
）
も
あ
り
、
今

年
１０
月
は
前
年
度
比
、
１６
・

７
�
増
の
７０
万
人
の
外
国
人

観
光
客
が
日
本
を
訪
れ
、
特

に
韓
国
、
台
湾
、
中
国
な
ど

東
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客
が

増
え
て
い
る
。

韓
国
か
ら
は
今
年
１０
月
に

昨
年
の
２８
�
増
の
約
１９
万
人

が
日
本
を
訪
れ
て
い
る
。

近
年
、
湯
布
院
や
黒
川
温

泉
は
積
極
的
に
韓
国
、
中
国

に
誘
致
宣
伝
し
て
お
り
訪
日

旅
行
者
が
増
え
て
い
る
。

国
は
海
外
の
主
要
１２
都
市

に
宣
伝
事
務
所
を
設
け
る
な

ど
県
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

嬉
野
温
泉
は
国
際
空
港
を

有
す
る
福
岡
県
が
隣
に
あ
り
、

ぜ
ひ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

旅
行
者
市
場
誘
致
）
に
着
目

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

海
外
誘
致
に
は
努
力

し
て
き
た
。
外
国
語
の
標
識

や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
体
制
を
作
り
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
深
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

�
燃
や
せ
る
ご
み
収
集
の
一

時
中
止
に
つ
い
て

大
島

現
在
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
秋
の
各
種
イ
ベ
ン
トのぼ

に
つ
い
て
、
特
に
、「
お
上

に
ぎ

り
」
な
ど
は
賑
わ
い
が
な
く

な
っ
た
と
声
を
聞
く
が
。

市
長

色
々
な
経
過
の
中
で

現
在
の
形
に
な
っ
た
が
私
も

そ
う
感
じ
て
い
る
。

大
島

の
ぼ

「
お
上
り
」
の
単
独

開
催
で
は
本
通
り
の
歩
行
者

天
国
へ
の
理
解
も
得
ら
れ
な

い
。今

後
の
祭
り
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
も
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
同
時
開
催
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

支
所
商
工
観
光
課
長

過
去

３
回
分
離
開
催
と
い
う
形
で

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

そ
の
経
過
お
よ
び
反
省
点

と
し
て
、
日
程
の
固
定
化
が

今
後
検
討
し
て
い
か
れ
る
こ

と
と
思
う
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

大
島

２
０
０
７
年
度
税
制

改
革
に
よ
る
大
幅
な
企
業
減

税
の
答
申
、
ま
た
自
動
車
産

業
界
な
ど
の
好
景
気
を
受
け

て
企
業
の
投
資
意
欲
が
増
し

て
き
て
い
る
。

現
に
北
部
九
州
に
お
い
て

は
工
場
の
立
地
が
進
み
、
そ

れ
に
と
も
な
い
各
自
治
体
の

動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。

嬉
野
市
と
し
て
も
早
急
に
、

大
規
模
で
な
く
コ
ン
パ
ク
ト

な
用
地
を
造
成
し
て
売
り
出

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
長

県
と
の
協
議
の
中
で

も
、
大
規
模
な
用
地
で
は
な

く
コ
ン
パ
ク
ト
な
土
地
で
よ

い
の
で
は
、
と
助
言
を
い
た

だ
き
、
現
在
１０
ヶ
所
程
度
の

候
補
地
を
調
査
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
絞
り
込
ん
で
い
き

た
い
。

Ｄ
Ｖ
相
談
、虐
待
相
談
が

急
増
し
て
い
る
が

芦
塚

典
子
議
員

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る

LD・ADHD児童への
特別支援サポートの必要性は

秋月留美子 議員

通常教室でのサポートは予算面で無理、通級教室でおこなっている

秋
祭
り
の
活
性
化
を

大
島

恒
典
議
員

日
程
を
固
定
化
さ
せ
た
い

答

答

▲私たちも防災のために働きます 女性消防団

▲豊玉姫神社

答

▲外国語のガイドブック
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～～～～ 国
民
健
康
保
険
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
に
つ

い
て
、
１１
月
２８
・
２９
・
３０
日

に
広
島
県
大
竹
市
と
尾
道
市

を
視
察
調
査
し
た
。

嬉
野
市
の
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
率
は
、
平
成
１７
年

度
の
見
込
み
で
は
、
９１
・
７

�
と
思
わ
れ
る
。

収
納
対
策
は
、
嬉
野
市
に

お
い
て
も
以
前
か
ら
積
極
的

な
滞
納
者
対
策
を
お
こ
な
っ

て
き
た
が
、
急
激
な
低
下
に

は
歯
止
め
が
か
か
っ
た
も
の

の
好
転
の
兆
し
は
見
え
な
い
。

そ
ん
な
な
か
で
、
大
竹
市

に
お
い
て
は
平
成
１７
年
度
は

９５
・
１１
�
に
好
転
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
平
成

１６
年
に
国
税
経
験
の
退
職
者

を
２
名
嘱
託
職
員
と
し
て
２

年
間
雇
用
し
、
収
納
対
策
の

指
導
や
収
納
業
務
を
お
こ
な

い
、
厳
格
な
収
納
対
策
の
実

施
と
情
報
の
早
期
分
析
に

よ
っ
て
資
格
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
指
導
を
推
進
し
、
自

主
的
な
収
納
が
進
む
よ
う
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
税
務

課
・
福
祉
課
な
ど
と
常
に
連

携
し
、
各
家
庭
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
、
相
談
や
指
導

を
常
時
お
こ
な
い
、
発
行
の

減
少
と
自
主
収
納
へ
の
意
識

向
上
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
か

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
の

さ
こ
う
ど

農
事
組
合
法
人
「
酒
人
ふ
ぁ

か
し
は
ら

〜
む
」
と
奈
良
県
橿
原
市
今

井
町
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
整
備
状
況
を

視
察
し
た
。

「
酒
人
ふ
ぁ
〜
む
」
は
、

人
の
和
と
集
落
の
和
を
基
本

的
に
、
酒
人
に
住
む
農
家
自

ら
が
考
え
、
集
落
一
農
場
方

式
に
よ
る
営
農
を
推
し
進
め

て
い
る
。

激
変
す
る
農
業
情
勢
に
対

応
し
、
創
意
工
夫
あ
る
米
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、
更
に
露

地
、
軟
弱
野
菜
の
販
売
な
ど

多
角
化
を
進
め
て
い
る
。

次
に
今
井
町
は
、
平
成
５

年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

に
選
定
さ
れ
た
。
東
西

６
０
０
�
、
南
北
３
１
０
�

の
地
区
内
は
、
伝
統
的
な
様

式
を
持
つ
町
家
が
周
囲
の
環

境
と
相
ま
っ
て
建
ち
、
人
々

が
住
み
続
け
て
い
る
、
生
き

た
文
化
財
の
宝
庫
と
い
え
る

街
で
あ
る
。

委
員
会
の
意
見

嬉
野
市
で
は
、
集
落
営
農

組
合
設
立
が
始
ま
っ
た
が
、

組
織
で
技
術
力
を
高
め
特
徴

の
あ
る
米
作
り
、
ま
た
、
減

農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る

人
体
と
環
境
に
こ
だ
わ
っ
た

作
物
の
生
産
を
目
指
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
し
て
い
け

る
農
業
を
目
指
し
て
も
ら
い

た
い
。

伝
建
に
つ
い
て
は
、
塩
田

津
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
本
年
度
４
件
の
修
復
に

取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
る
が
、

塩
田
津
を
観
光
名
所
の
一
つ

と
し
て
他
の
旧
跡
と
結
び
つ

け
、
早
期
に
修
復
が
進
む
よ

う
な
政
策
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

た
い
な
い

胎
内
市
は
、
平
成
１７
年
９

月
に
、
中
条
町
と
黒
川
村
一

町
一
村
が
合
併
し
た
人
口
３

万
３
０
０
０
人
の
市
で
あ
る
。

旧
黒
川
村
は
、
冬
場
の
出

稼
ぎ
が
多
か
っ
た
た
め
出
稼

ぎ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

観
光
事
業
に
力
を
入
れ
、
４

ヶ
所
の
ホ
テ
ル
と
、
３０
有
余

の
公
営
に
よ
る
施
設
経
営
が

さ
れ
て
い
て
合
併
後
は
胎
内

市
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

一
方
湯
沢
町
は
、
上
越
新

幹
線
、
越
後
湯
沢
駅
構
内
で

温
泉
を
活
用
し
た
「
越
後
の

お
酒
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し

て
利
き
酒
、
酒
風
呂
、
飲
食

な
り
わ
い

物
販
売
、
酒
販
売
を
生
業
と

す
る
民
間
の
施
設
で
あ
る
。

委
員
会
の
意
見

旧
黒
川
村
の
場
合
、
積
雪

が
多
く
出
稼
ぎ
に
加
え
流
出

人
口
の
増
加
な
ど
過
疎
化
が

進
む
中
で
、
定
住
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、
冬
場
に
働
け

る
場
所
と
し
て
ス
キ
ー
場
を
、

ま
た
、
そ
れ
を
夏
に
つ
な
げ

る
場
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
を
公

営
で
開
設
し
、
一
方
で
は
中

小
企
業
整
備
機
構
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
、
６
年
間
に
及
ん

で
東
京
事
務
所
を
開
設
し
、

大
小
１７
社
の
企
業
を
誘
致
さ

れ
て
い
た
。

湯
沢
町
の
「
お
酒
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
は
県
内
９６
の
蔵

元
の
酒
、
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
テ
ー
マ
に
年
商
５
億
円

を
売
り
上
げ
て
い
る
。

嬉
野
市
で
も
先
進
市
町
を

参
考
に
し
な
が
ら
思
い
切
っ

た
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

広島県大竹市・尾道市へ

国保の収納率アップのために
文教厚生常任委員会

力力強強いい嬉嬉野野市市ををめめざざしし

新
潟
県
胎
内
市
・
湯
沢
町
へ

▲福祉事業の研修（尾道市役所）

思
い
切
っ
た
施
策
で

企
業
誘
致
を

総
務
企
画
常
任
委
員
会

走 る

▲胎内市での現地説明

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
・

奈
良
県
橿
原
市
今
井
町
へ

委委員員会会はは

持
続
で
き
る
農
業
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲酒人ふぁ～むの説明を受ける産建委員

議会だより うれしの
22

議会だより うれしの NO.4 2007年1月25日
23



新

任
▲田中 平一郎 氏

退

任
▲池田 修 氏

▲永末 辰次郎 氏▲福田 素子 氏

編
・

集
・

後
・

記

発
行
／
嬉
野
市
議
会

議
長

山
口

要

編
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
〒
８
４
９
‐
１
４
１
１

佐
賀
県
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
馬
場
下
甲
１
７
６
９

�
０
９
５
４
‐
６６
‐
９
１
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
４
‐
６６
‐
３
１
１
９

池
田
修
委
員
が
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と

し
て
田
中
平
一
郎
氏
（
５５

歳
）
が
平
成
１９
年
２
月
１７
日

か
ら
４
年
間
教
育
委
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

田
中
氏
は
塩
田
町
大
字
真

崎
２
４
７
番
地
（
福
富
区
）

に
居
住
さ
れ
、
酪
農
、
飲
食

業
を
営
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
９
年
に
は
、
佐
賀
県

高
校
生
徒
指
導
連
盟
の
補
導

員
に
任
命
さ
れ
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
方

で
す
。

旧
塩
田
町
か
ら
嬉
野
市
へ

引
き
続
き
２
年
７
ヶ
月
弱
の

期
間
、教
育
委
員（
教
育
長
）

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

特
に
、
合
併
準
備
か
ら
発

足
当
初
の
変
革
期
の
時
期
に

発
揮
さ
れ
た
見
事
な
手
腕
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

再
任
に
同
意
し
た

人
権
擁
護
員

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が

平
成
１９
年
３
月
３１
日
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見

を
求
め
ら
れ
、
全
員
一
致
で

３
人
の
委
員
が
再
任
さ
れ
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

永
末
辰
次
郎
氏

６４
歳

（
下
岩
屋
２
区
）

福
田

素
子
氏

５９
歳

（
下
宿
区
）

田
中
美
津
子
氏

５７
歳

（
大
草
野
辺
田
区
）

任
期
は
、
平
成
１９
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
２２
年
３
月
３１

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

嬉
野
市
誕
生
か
ら
１
年
。

１２
月
議
会
を
閉
会
後
、
年

末
年
始
も
慌
た
だ
し
く
走
り

抜
け
た
。

合
併
は
、
行
財
政
改
革
を

目
標
に
県
内
は
１０
市
１３
町
と

な
り
村
が
消
え
た
。

都
市
で
は
「
超
・
い
ざ
な

ぎ
景
気
」
と
騒
が
れ
て
い
る
。

地
方
は
、
そ
の
実
感
ど
こ

ろ
か
、
農
業
再
編
で
中
山
間

地
農
業
は
崩
壊
寸
前
！
日
本

の
食
糧
自
給
率
は
４
割
弱
。

見
捨
て
ら
れ
る
日
本
の
美

し
い
棚
田
。

合
併
は
行
政
の
ス
リ
ム
化

に
あ
る
。

知
恵
を
働
か
せ
懸
命
に
努

力
す
れ
ば
未
来
は
開
く
。

議
員
は
合
併
史
に
輝
く
未

来
の
礎
を
構
築
す
べ
き
だ
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

園
田

浩
之

副
委
員
長

平
野

昭
義

太
田

重
喜

川
原

等

副
島

孝
裕

小
田

寛
之

人人 事事教育委員会

▲田中 美津子 氏


